


































































































































































































































































































































































































































O．985　　　　　1　2　ラ4　5　67　89　1011　　　　 　．　　 　　　． 9・．io→．（。tifi・ati・n　f・・t・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れFig．6 The relation between　Utilization factor（ρ）and　probability　of　system（ΣPn（の）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝0
　結果から言えることは，3章の解析解と同様のことになるが，
　①利用率ρが小さいほど，収束が早く，平衡状態に達している。
　㊨　利用率ρが1．0以上になると2章で述べたように発散していることがわかる。
　③利用率ρが，0．8，0．9で平衡状態における理論解に一致’Lないのは，計算打ち切りによ
　　る誤差と思われる。　t　’t　　　　－一…一…・－tt
　また，ρが0．8以上において途中で図の表示が切れているのは，（16）式を満足しなくなった
め，そこで計算を打ち切ったためである。その他として，計算の切り捨てによる誤差は，利用
率ρが0．9のとき一番大きくなっている。
　これらの結果から，曽Sa鱒の解析解において；もし第1種変形ベッセル関数に関しての制限
がとりのぞけたとしても式が複雑であるので，著者の提案した差分方程式で充分に代用できる
ことが明らかになった。
　またさらに進んだM／M／Sシステムやもっと一般的なシステムでも，基本的な差分方程式
をたてることが出来れば，その差分式程式を直接解くことにより，過渡状態を解析できるもの
と思われる。
　なお，著者の方法では，r回の計算時間（t＝200単位時間のとき）は，約1分であった。
（HITAC　8800／8700を使用）。
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待ち行列における過度状態に関する研究
5．　ま　　と　　め
　以上の結果から，M／M／1（。。）システムの祷ち行列の過渡状態を解析するためには，　Saaty，
T．L．の提案した解析解によって状態変化を求めるよりも，基本的な差分方程式によって，そ
の状態変化を解析することが，利用率ρとの関係から好ましいものと考えられる。
　本研究の応用として，機械工業における工程の生産計画上必要となる加平品と機械設備との
間に生じるジ・ブシ・ップ・スケジューリング問題のうち，と≦に生産量が定常沫態に達する
までの工程の状態の把握などをする場合に適用できる。
　この場合，本研究は，単一製品を単一設備で製造する場合の先着順サービスというもっとも
単純なジョブ・ショップ・スケジューリングの問題の過渡状態の把握という非常に簡単なモデ
ル構成である。
　したがって，ここで求められた過渡状態から定常状態に達するまでの時間の関係は，ジョブ
・シ・ップ・スケジューリングでいう負荷率と対象する生産システムの安定性との関係を求め
たものといえ，単純なモデルであるので，負荷率（利用率）が大きいほど，定常状態に達する
時間が長いという直客的に思考したものと一致する。
　ジ・ブ・ショップ・スケジューリングは，多品種の製品を数種類の機械設備で加工する場合
の生産計画の方法について，優先順位を考慮した研究といえるが，待ち行列のシステムを考え
ると，到着する客が，異なった目的をもってサービスを受けにくる状態で，客によって優先順
位を変更しなければならないようなシステムと記述できる。
　現在行なわれているジ・ブ・シ・ップ・スケジューリングは，多くの場合，到着時間一定，
サービス時間一定という仮定が含まれているが，実際の工程では，到着やサービスは分布して
いる例が考えられる。
　このようなことを考えると，本研究の将来の課題としては，優先順位の変更やサービス窓口
の増加などを考えた待ち行列システムの過渡状態の解析が必要となるものと考えている。また
実際に生産工程の稼動初期の状態をシミュレーション等によって検討することも必要であると
考えている。
　おわりに，本研究に当っては，電気通信大学の本間鶴千代教授，本学機械工学科の蓮尾講
師，大滝助手の助言によるところ大であった。ここに御協力に対して感謝いたします。
　なお，計算にあたっては，本学計算センターのOKITAC－5090Mシステムならびに東京大学
大型計算センターHITAC　8800／8700システムを使用し，第1種変形ベッセル関数の数値解
法には，同センターの科学技術計算ライブラリー（MSL）を利用した。ここに付記して各セン
ターに厚く御礼申し上げます。
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